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令和

2年度

子どもを健やかに育てられる

未来社会を生きる力を育てる

地域で互いに支え合える

魅力あるまちにみんなが訪れる

尼崎城の来城者数13万人突破！

（ 令和元年12月時点）

平成30年度の市民意識調査で

「 尼崎市のイメージがよく なった」
初めて５割を超える！

0

-

＋

＜本市人口の社会増減＞

201920192009

転入者数

社会増減（ 転入者数-転出者数）

転出者数

1,5171,517

17,68617,686

19,20319,203

4年連続社会増を達成

直近は定住人口が増

75歳以上の人口が2025年にピークを迎え、
要介護・ 要支援者は増加が見込まれます

＜75歳以上の将来推計人口と

要介護・ 要支援認定者数の推移＞

要介護認定者75歳以上人口

要支援認定者

年

人

2015 2020 2025

33,01533,015

「 住んでみたいまち」

に向けた取組

79,05379,053

平成30 年度の市民意識調査で

「 尼崎市を誰かに勧めたい」 意欲も上昇！

「 訪れたいまち」
に向けた取組

「 住んでよかったまち」
に向けた取組

＜市民意識調査で「 生きがい」 を持って

暮らす高齢者の割合＞

2016

64.0

年

割合(％)

2017

59.2

2018

64.3

～

＜自立して日常生活を送れる期間(健康寿命)＞

2015

男77.68
女82.68

2016

男78.29
女83.04

2017

男78.00
女83.02

～年

年齢(歳)

ポイント 1

ポイント 2

ポイント 3

ポイント 4

安心して年齢を重ねられる

ポイント 5

初

尼崎市

主要事業
ホームページ主要事業のポイント !

～訪れたい・住んでみたい・住み続けたい・住んでよかったまちへ～
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不登校等の児童生徒の支援体制を充実

・ 悩みを抱える子どもたちに働きかけるスクールソー

シャルワーカーを増員し、全中学校区に配置

ひきこもり青少年の支援を推進

・ ひきこもりの相談・ 訪問（ アウト リーチ） 支援の対

象年齢を29歳までに拡大

・ 民間の先進的な支援に関するノウハウ等を吸収する

ため、研修派遣を実施

・ 歴史博物館で、まちに対する誇りや愛着を支えるよ

うな常設展示やPR講座・ 開館記念事業を実施

・ 尼崎平野に人が住みはじめた弥生時代から、公害や

高潮被害に向き合ってきた近現代までを時代別に学

べる資料を展示

歴史博物館がいよいよ10月にオープン 「 尼子騒兵衛展」 の開催

・ 尼崎出身・ 在住で、人気アニメ「 忍たま乱太郎」 の

原作者である尼子騒兵衛さんの作品や資料を、尼子

事務所が本市に寄贈・ 寄託

・ 尼子騒兵衛さんのこれまでの画業を総合的に紹介す

る全国で初めての「 尼子騒兵衛展」 を開催

都市魅
力

魅力あるまちにみんなが訪れる

ポイント 1

待機児童解消に向けた取組を加速

・ 待機児童の多いエリアに新たな受け皿を確保

・ 既存の施設の定員を更に拡大

・ 潜在保育士の就労支援等により保育士確保を推進

・ 保育の質を確保するため、認可外保育施設への巡

回支援を実施

いじめ・ 体罰の根絶に向けた取組を強化

・ 体罰等の子どもの人権侵害に関する調査等の仕組み

を構築

・ 教職員研修として体罰防止・ コンプライアンス研修

等を実施

・ 匿名報告アプリ「 STOPit」 を市立高等学校の生徒

に拡大導入

・ ネットいじめの防止に向け、SNSの専門支援員を小

学校へ派遣

子ども

青少年 子どもを健やかに育てられる

ポイント 2

令和2年度主要事業のポイント！
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・ 投稿用アプリで危険箇所の通報を受け付けるシステ

ムを導入

NPO法人の活動を促進・ 市民協働型のまち
づく り

新たな学習指導要領等を踏まえた教育の充
実

教育現場の情報化をさらに推進

・ 要支援者や支援者等の情報を管理、また地図上で

位置情報の可視化が行えるシステムを導入

・ 要支援者の個別支援計画の段階的な作成支援

・ あわせて、福祉専門職からの受援（ 応援の受入） 体

制を整備

・ 災害発生時に名簿情報等を活用した、福祉専門職の

支援を受けるためのマニュアルを策定

災害時要援護者の支援を推進

個別支援計画

・ 外国語教育をサポートする外国人の指導助手を小学

校に手厚く 配置

・ 異文化に対する関心を高めるため、高校生のホーム

ステイによる語学研修を補助

・ プログラミング教育をはじめとする新たな教育課題

への先進的な研究を実施

・ 学校現場にタブレット を導入し、情報活用能力を育

成

・ ICTを活用したよりわかりやすい授業を実施

・ 校内無線ネットワーク環境を整備

教育

学力

地域力

地域防
災力

・ ふるさと納税制度を活用し、 寄付者がNPO法人の

活動を応援する仕組みを構築

スマホのアプリで道路危険箇所を通報

寄付者がNPO法人

の活動を応援

未来社会を生きる力を育てる

地域で互いに支え合える

ポイント 3

ポイント 4
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＜救急件数の推移＞

32,700

年

2015 2020

件
2020 年は、

約32,700 件の見込み

・ 増加する救急需要に迅速的確に対応し、救急サービ

スの質を維持向上させるため、救急隊を１隊増隊

高齢化のピークを見据えた救急体制の構築

財政健全化を確かなものへ

介護予防等の取組を効果的に情報発信

・ 介護予防等の取組を紹介する（ 仮称） 高齢者元気

アップ活動紹介パンフレットを発行

・ 市内全域の薬局やスーパーなど、高齢者がよく 立ち

寄る場所に（ 仮称） シニア情報ステーションを設置

認知症の人とその家族を支援

・ 万が一の事故への不安を和らげる認知症個人賠償

責任保険を導入

・ より多く の人の社会参加を支えるため、専用靴に挿

入できるGPS機器を貸与

・ 認知症の人をより支援する意欲のある認知症サポー

ターに対して、ステップアップ講座を開催

令和2年度当初予算においては、こう

したまちづく りを重点的に推進すると

ともに、 財政運営面では、これまでに

一定の進捗がみられている財政の健全

化を、 より確実なものとするため、実

質的な収支均衡の確保や、大きな課題

となっている将来負担の抑制等に引き

続き取り組みます。

令和2年度主要事業のポイント！

地域ぐるみの介護予防の推進

・ 高齢者が地域に集う場の活性化を支援

・ 介護予防に効果的なフレイルチェックの促進

高齢者

安心して年齢を重ねられる

ポイント 5

先行会計繰出金を除いた収支不足額

(億円)

0

▲ 20

▲ 40

▲ 60
20182014 2016 2018 202220202020

( 億円)

1,700

1,500

1,300

1,100

＜当初予算編成時の収支不足額＞ ＜目標管理対象将来負担の残高＞

当初予算における収支不足額

特定の交付税措置を加味した場合

目標管理対象将来負担

4 年連続で「 実質的な

収支均衡」 を確保
必要な投資的事業への

対応を図りつつ、 将来

負担を着実に減少
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